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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第44期
第１四半期
累計期間

第45期
第１四半期
累計期間

第44期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 1,770,721 2,097,845 8,680,214

経常利益 (千円) 184,654 191,140 740,288

四半期(当期)純利益 (千円) 116,545 125,637 451,310

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 313,700 313,700 313,700

発行済株式総数 (株) 5,564,000 5,564,000 5,564,000

純資産額 (千円) 3,305,957 3,620,577 3,643,221

総資産額 (千円) 6,452,946 7,127,578 7,363,066

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 20.97 22.60 81.19

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 27.00

自己資本比率 (％) 51.2 50.8 49.5
 

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５ 第44期の１株当たり配当額の内訳は、普通配当12円、特別配当15円であります。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間における我が国経済は、自動車などの在庫調整や輸出の反動減が下押し要因となりました

が、大企業の活発な設備投資や個人消費の緩やかな回復に加え、訪日外国人の消費増加も後押しし、全体的に企業

の景況感が改善しました。

当第１四半期累計期間は、好調な期初受注残に加え、期中においても引き続き活発な生産活動を維持いたしまし

た。その結果、前第１四半期累計期間に比べ増収・増益の結果となりました。

業績(数値)につきましては、前第１四半期累計期間に比べ受注高は222百万円増の2,738百万円(前年同四半期比

8.8％増)、売上高は327百万円増の2,097百万円(前年同四半期比18.5％増)となりました。損益につきましては、営

業利益は７百万円増の186百万円(前年同四半期比4.1％増)、経常利益は６百万円増の191百万円(前年同四半期比

3.5％増)、四半期純利益は９百万円増の125百万円(前年同四半期比7.8％増)を計上することとなりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末残高に比べ235百万円減少し、7,127百万円となりました。こ

れは主に、たな卸資産の増加172百万円はありましたが、現金及び預金の減少347百万円、売上債権の減少44百万円

及び繰延税金資産の減少40百万円等によるものであります。

負債は、前事業年度末残高に比べ212百万円減少し、3,507百万円となりました。これは主に、引当金の減少140百

万円及び未払法人税等の減少119百万円等によるものであります。

純資産は、前事業年度末残高に比べ22百万円減少し、3,620百万円となりました。これは主に、四半期純利益の計

上125百万円等はありましたが、剰余金の配当150百万円によるものであります。

 

(3) 研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は17百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 17,576,000

計 17,576,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,564,000 5,564,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 5,564,000 5,564,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月30日 ― 5,564,000 ― 313,700 ― 356,021
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　5,100

　
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,557,800
55,578 ―

単元未満株式
普通株式

1,100
― ―

発行済株式総数 5,564,000 ― ―

総株主の議決権 ― 55,578 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
兼松エンジニアリング株式会社

高知県高知市布師田
3981-7

5,100 ― 5,100 0.09

計 ― 5,100 ― 5,100 0.09
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成27年４月１日から平成27年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,812,420 1,464,500

  受取手形及び売掛金 2,045,019 2,000,922

  商品及び製品 186,970 228,376

  仕掛品 756,659 881,089

  原材料及び貯蔵品 274,010 280,258

  繰延税金資産 118,691 75,357

  その他 17,513 29,015

  貸倒引当金 △4,490 △4,468

  流動資産合計 5,206,793 4,955,052

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 414,316 405,925

   土地 1,254,363 1,254,363

   その他（純額） 185,638 192,340

   有形固定資産合計 1,854,319 1,852,629

  無形固定資産 79,737 88,328

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 104,293 106,966

   その他 124,059 130,438

   貸倒引当金 △6,137 △5,837

   投資その他の資産合計 222,215 231,567

  固定資産合計 2,156,272 2,172,526

 資産合計 7,363,066 7,127,578
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,567,462 2,683,687

  未払法人税等 147,885 28,125

  賞与引当金 220,000 129,000

  役員賞与引当金 71,560 2,222

  製品保証引当金 33,000 34,000

  その他 427,794 359,410

  流動負債合計 3,467,702 3,236,445

 固定負債   

  退職給付引当金 150,015 168,429

  その他 102,126 102,126

  固定負債合計 252,142 270,555

 負債合計 3,719,844 3,507,001

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 313,700 313,700

  資本剰余金 356,021 356,021

  利益剰余金 2,970,307 2,945,857

  自己株式 △1,785 △1,785

  株主資本合計 3,638,243 3,613,793

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 4,978 6,783

  評価・換算差額等合計 4,978 6,783

 純資産合計 3,643,221 3,620,577

負債純資産合計 7,363,066 7,127,578
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 1,770,721 2,097,845

売上原価 1,310,384 1,562,093

売上総利益 460,336 535,751

販売費及び一般管理費 281,525 349,610

営業利益 178,811 186,141

営業外収益   

 受取利息 47 17

 受取賃貸料 3,838 4,234

 その他 1,962 1,236

 営業外収益合計 5,848 5,488

営業外費用   

 為替差損 ― 482

 その他 5 6

 営業外費用合計 5 489

経常利益 184,654 191,140

特別損失   

 固定資産除却損 ― 75

 特別損失合計 ― 75

税引前四半期純利益 184,654 191,065

法人税、住民税及び事業税 840 24,726

法人税等調整額 67,267 40,701

法人税等合計 68,108 65,427

四半期純利益 116,545 125,637
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 29,466千円 31,545千円
 

 

(株主資本等関係)

 前第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１  配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 100,058 18.00 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

 当第１四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１  配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日
定時株主総会

普通株式 150,088 27.00 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

当社は、環境整備機器関連事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であります。従いまして、開示対象となるセ

グメントはありませんので、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

当社は、環境整備機器関連事業並びにこれらの付帯業務の単一事業であります。従いまして、開示対象となるセ

グメントはありませんので、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 20円97銭  22円60銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 116,545 125,637

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 116,545 125,637

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,558,832 5,558,832
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月７日

兼松エンジニアリング株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士    荒  井  憲 一 郎    印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   後　藤　　英　之 　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている兼松エンジニア

リング株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第45期事業年度の第１四半期会計期間(平成27年４月１

日から平成27年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、兼松エンジニアリング株式会社の平成27年６月30日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお

いて認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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